
■個人会員…6,000円       ■青年会員…3,000円
■家族会員…6,000円（個人会員のご家族のみ）
■維持会員（法人会員）…12,000円（一口）

※例会や各種イベントは「会員による自由意志参加」を原則としており、拘束はありません。
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まずは知ることから
（申込の流れ）

STEP１
興味を持ったら
事務局までお電話を

STEP２
例会や行事に１日会員として
参加をしてみる

STEP３
入会を申し込む
（事務局局宛に申込書を送付）

■エリー二・ユネスコ協会とは・・・
エリーニとはギリシャ語で「平和」を意味します。１９９４年１２月・・・創立 

１９９５年  ２月・・・日本ユネスコ協会連盟から承認
エリーニ・ユネスコ協会は、日本ユネスコ協会連盟に加盟する大阪で、
たは大阪出身の人が活動をしている団体です。
大阪の上町台地が日本で最も古くから開けた町であることに着目し、
上町台地をユネスコ世界遺産に！ と歴史シンポジウムや歴史ウォーク
を開催し、地域遺産「私のまちのたからもの展」を開催するなど上町台
地を世界に発信することを目指しています。
また、ユネスコの理念に基づいたパイロット校（ユネスコ・スクール）の
加盟を進め、U’s（青年部）はユネスコ・スクールの卒業生たちを中心

として、学校や地域社会とコーディネートしながら進め、子どもたちが地
域の良さに気付き、誇りをもつことのできるよう「地域から発信する」活
動を展開しています。
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６

 

本
年
は
、豊
臣
方
と
徳
川
方
が
大
坂
城
の
攻
防
を
め

ぐ
っ
て
戦
っ
た
大
坂
の
陣
か
ら
４
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
は
大
坂
城
を
築
く
と
と
も
に
、北
は
大
川
、

南
は
長
堀
通（
空
堀
通
）、東
は
現
環
状
線（
旧
猫
間
川
）、

西
は
東
横
堀
川
・
松
屋
町
通
に
囲
ま
れ
た
城
下
、つ
ま
り

総
構（
そ
う
が
ま
え
）を
つ
く
り
ま
し
た
。

 
ま
た
、豊
臣
秀
頼
や
淀
君
を
守
っ
た
真
田
幸
村
は
、空

堀
の
地
で
真
田
丸
の
出
城
を
築
き
戦
い
ま
し
た
。

 
今
回
は
、総
構
の
東
〜
南
側
の
史
跡
を
中
心
に
ウ
ォ
ー

ク
し
、大
坂
の
陣
４
０
０
年
を
た
ど
り
ま
し
た
。

 
６
月
２
８
日
、大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、第
１
回
と
な
る
大
阪
府
ユ
ネ
ス

コ
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、エ
リ
ー
ニ
・
ユ
ネ
ス
コ
協

会
、箕
面
ユ
ネ
ス
コ
協
会
設
立
！
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史
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日本ユネスコ協会連盟松田昌士会長の御講演
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1

エリーニユネスコ協会

エリーニ・ユネスコ★エコプロジェクト  ペットボトルキャップ回収累積 

ペットボトルキャップ回収に関するお問い合わせ
（エリーニ・ユネスコ本部事務局 Tel：０６－６２６４－４４５５）

この数は、ワクチン：１,８６５人分、
削減CO２：１１,７５０kg になり,
たくさんの子どもの命や
地球環境保護に
大きな貢献となっています。※ペットボトルキャップ８００個でワクチン1人分です。

１,４９２,１４１個

 （平成２７年１２月現在）

エ
リ
ー
ニ
・
ユ
ネ
ス
コ
協
会
 
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
 
報
告

成
果
あ
げ
た
エ
リ
ー
ニ
・
ユ
協
の
７
年
間
の

 
 
 
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

 
２
０
０
５
年
よ
り
開
始
さ
れ
た﹇
Ｅ
Ｓ
Ｄ
１
０

年
﹈は
、２
０
１
４
年
の
ユ
ネ
ス
コ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
際

会
議
で
終
了
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
２
０
１
５
年
よ
り
第

２
ス
テ
ー
ジ
入
り
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
な
る

の
が
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｐ（
グ
ロ

ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）で
す
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
に
立
っ
た

地
域
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ

活
動
に
取
り
組
む
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を
は
じ
め

様
々
な
地
域
の
団
体
・
組
織
が
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
し
て
取
り
組
む
こ
と
、二
つ
は
若
い
世
代
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
へ
の
参
加
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
か
ら

の
ユ
協
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
は
今
後
ま
す
ま
す
重

要
性
と
責
任
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、わ
が
国
の﹇
Ｅ
Ｓ
Ｄ
１
０
年
﹈は
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
普
及
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
た

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル（
Ｕ
Ｓ
）
の
普
及
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。エ
リ
ー
ニ
・
ユ
協
で
も
早

速
２
０
０
８
年
よ
り
全
国
の
ユ
協
に
先
駆
け

て
大
阪
府
内
の
Ｕ
Ｓ
の
普
及
に
取
り
組
み
、

２
０
１
４
年
ま
で
６
回
に
わ
た
っ
て
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ

・
Ｕ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

 
現
在
、わ
が
国
の
Ｕ
Ｓ
は
９
３
９
に
迄
発
展

し
て
き
ま
し
た
が
、大
阪
の
Ｕ
Ｓ
は
４
５
校
で

す
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
で
は
、Ｕ
Ｓ
の

普
及
と
共
に
、ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
Ｕ
Ｓ
を
つ
な

い
で
い
く
役
割
を
担
っ
た﹇
Ｅ
Ｓ
Ｄ
パ
ス
ポ
ー
ト
﹈

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
１
３
年
か
ら
実
施
、エ
リ

ー
ニ
・
ユ
協
も
全
国
の
ユ
協
に
先
駆
け
て
大
阪

府
内
１
２
の
高
校
Ｕ
Ｓ
を
対
象
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
Ｕ
Ｓ
各
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践
に
位
置
づ

け
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
す
。

 
今
年
度
か
ら
は
、今
ま
で
の
エ
リ
ー
ニ
・
ユ
協

が
主
管
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
セ
ミ
ナ

ー
﹈﹇
Ｅ
Ｓ
Ｄ
パ
ス
ポ
ー
ト
﹈
を
大
阪
府
全
域
の

活
動
と
し
て
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、そ

の
主
管
を
今
年
６
月
に
発
足
を
み
た
大
阪

府
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
に
移
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
無
論
、エ
リ
ー
ニ
・
ユ
協
の
リ
ー
ド

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

 
今
年
、１
２
月
２
６
日
に
は﹇
Ｅ
Ｓ
Ｄ
パ
ス
ポ

ー
ト
」
の
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発

表
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
の
ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 （
米
田
伸
次
）

ユネスコ
とは・・・

ユネスコ（UNESCO　国際連合教育科学文化機関）は1945年11月に第二次世界大戦の反
省の上に立って、ユネスコの理念「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中
に平和のとりでを築かなければならない。＝UNESCO憲章前文より」に基づきUNESCOの
Educat ion(教育)の教育支援（ユネスコ寺子屋運動）、Science(科学)の平和利用、
Culture(文化)世界遺産・地域遺産活動など、教育と科学と文化の分野で仲良くしていこう！ 
世界を平和にしていこう！ ということを目標にしている国連の機関です。

ESD
とは・・・

ESDとは、現代社会の課題を自らの問題としてとらえ、身近なところから取り組む（think 
globally, act locally）ことにより、それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動を生
み出すこと、そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動です。
つまり、ESDは持続可能な社会づくりの担い手を育む教育です。

Think globally, Act locally

ESDパスポート実践発表会
での表彰の様子
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世界寺子屋運動世界寺子屋運動
南北コリアと日本のともだち展 おおさか展南北コリアと日本のともだち展 おおさか展

和食・日本人の伝統的な食文化、韓国のキムジャン
（キムチの製造と分配）、地中海料理、フランスの美
食術などユネスコ世界無形文化遺産に登録されて
いる世界の食文化は、その国の社会的慣習に基づ
いています。料理を作りながらそれぞれの国の文化を
楽しく学ぶことができ、味わいながら交流が深まって
新たな出会いやつながりが生まれました。

1/4
〈あべのハルカス近鉄本店９Fキッチンスタジオ〉

〈まちライブラリー＠大阪府立大学〉

〈阿倍野長屋にて懇親会〉〈阿倍野長屋にて懇親会〉

食で味る世界 みんなで作ろう世界の味食で味る世界 みんなで作ろう世界の味 大阪府木村式自然栽培実行委員会・木村秋則
ファンクラブ【アップルハーモニー】と共催。
「自然の尊重」という日本人の精神に基づいて登
録されている和食・日本人の伝統的な食文化。
「奇跡のりんご」でおなじみの木村秋則さんがす
すめてこられた木村式自然栽培でつくられたお米
や新鮮な野菜を調理しました。味わうと自然栽培
の良さを実感。食生活が健康や環境に与える影
響などを学びました。

3/29
〈あべのハルカス近鉄本店９Fキッチンスタジオ〉 ユネスコ・ユース・ネットで参加！

食で味る世界２ 
ESD木村式自然栽培に学ぶ！
食で味る世界２ 
ESD木村式自然栽培に学ぶ！

ユネスコ・スクール晴明丘小学校の一角にある自然観察学習園。
地域と学校で子どもたちが自然環境を学ぶ場づくりを収穫のイベ
ントを通じてESDを実践。U’s（青年たち）と子どもたちの交流を通
じ、お互いの学びを楽しみながら発見する場となっています。

5/9

8/98/1 8/14

ユネスコ・スクール晴明丘小学校
地域園芸クラブ主催 よもぎだんごづくり
ユネスコ・スクール晴明丘小学校
地域園芸クラブ主催 よもぎだんごづくり

いろんな国籍の子どもたちと一緒に等身大
自画像作成。その後阿倍野長屋にて韓国か
らのゲストを迎え歓迎会。

えんかつ寺子屋自由研究編×
南北コリアと日本のともだち展
えんかつ寺子屋自由研究編×
南北コリアと日本のともだち展

ユネスコ・スクール晴明丘
小学校の子どもたちによ
るユネスコとESDのマーク
のデザインが展示！

地下鉄の開通で水源が止まった“桃が池”の水を
“葦”できれいにしようとするとりくみの一環。

6/14
〈あべのハルカス近鉄本店〉

ユネスコ＆ESDデザイン展示と
縁活缶バッチづくり
ユネスコ＆ESDデザイン展示と
縁活缶バッチづくり

万世特攻平和祈念館で館長さんから直接の説明を受けたり、
周囲の戦績を巡検したりできました。また、鹿児島ユネスコ協会
の田中弘允会長のお話を伺うなど、得難い経験もできました。

2/21 2/22 幻の特攻隊基地万世スタディーツアー
幻の特攻隊基地
万世スタディーツアー

4/29
どっぷり昭和町 ESD環境 実践協力どっぷり昭和町 ESD環境 実践協力

U-TEDとは、２０１２年にユネスコ協会に所属する青年自らが立ち上げた、全国的な青年
ユネスコ活動です。 全国から青年たちが大阪に集結！ 平和、国際協力、環境、キャリア
教育の４つの分科会にわかれワークショップ、議論、発表を行いました。

3/14 3/15
第3回U-TED （UNESCO Technology Enteretainment Design）第3回U-TED （UNESCO Technology Enteretainment Design）

ワン・ワールド・フェスティバルとは、世界に
つながる国際協力のお祭りです。多様な国
際系の団体が出会い、学び合う場所となっ
ています。
活動紹介ブース〈北区民ホール〉
ユネスコ・スクールESDパスポート 
実践発表会＆ワークショップ
                〈関西テレビなんでもアリーナ〉

2/7 2/8
ワン・ワールド・フェスティバル ワン・ワールド・フェスティバル 

ユネスコスクールや地域、関西のユネ
スコ協会青年部との連携を確認でき
ました。

「21世紀を平和の世紀にしたい」という願いから2001年にスタートした絵画展
「南北コリアと日本のともだち展」。大阪では2011年に実行委員会を立ち上げ、
今年で５年目を迎えることとなりました。
今年も「ともだち展」では、大韓民国、朝鮮民主主義人民共和国、中華人民共
和国、そして日本に住む子どもたちの絵をひとつの会場に展示し、絵で互いを
紹介しあいながら、私たちの居住する東アジア地域の平和について考えます。

４カ国共通の絵画テーマは「私のお気に入り」。直接には出
会うことが難しい子どもたちが、絵画を通して身近な生活を
紹介し合います。絵画の中で互いの生活文化を知ることは、
東アジアに共に生きてゆく存在－ともだち－が同時代に生
きているという気付きを与えてくれることでしょう。 
本年度は初めての試みとして、日本と在日コリアンの青年が
ボランティアチームを結成し、絵画展の企画から運営までを
中心的に行っています。

7/29 8/26
若者のユネスコ活動展若者のユネスコ活動展
〈あべのハルカス近鉄本店〉

11/13 11/15〈大阪国際交流センター〉

１１/１４ こどもワークショップ＆歓迎会１１/１４ こどもワークショップ＆歓迎会

韓国からの中学生ゲスト、第一回大阪展の
韓国スタッフを迎え、ギャラリートークという
企画が実現しました。 

１１/１５ 韓国・日本・在日の若者との
        ギャラリートーク
１１/１５ 韓国・日本・在日の若者との
        ギャラリートーク

11/23 ともチャリ＝南北コリアと
日本のともだち展
チャリティー

ともチャリ＝
南北コリアと
日本のともだち展
チャリティー〈寺西家阿倍野町屋〉

●夏休み期間中
  （8月・・・9/18）の
  ひまわり栽培

●観察日記づくりと等身大自画像作成
東アジアの子どもたちの平和教育活動のため
のチャリティーイベント。
なんでもバザー・古本市・おいしいもの市
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2015エリーニ・ユネスコ協会活動報告

ユネスコ 戦争や貧困など、さまざまな理由で教育の機会に恵まれない人たち
のために 学びの場＝寺子屋 を世界に広げていく草の根運動です。

寺子屋リーフレット制作プロジェクト 最優秀作品／ユネスコスクール羽衣学園高等学校

世界寺子屋運動世界寺子屋運動世界寺子屋運動

書き損じハガキに
ついての情報は
コチラ↓

南北コリアと日本のともだち展 おおさか展

〈阿倍野長屋にて懇親会〉

食で味る世界 みんなで作ろう世界の味

食で味る世界２ 
ESD木村式自然栽培に学ぶ！

ユネスコ・スクール晴明丘小学校
地域園芸クラブ主催 よもぎだんごづくり

えんかつ寺子屋自由研究編×
南北コリアと日本のともだち展

ユネスコ＆ESDデザイン展示と
縁活缶バッチづくり

幻の特攻隊基地
万世スタディーツアー

どっぷり昭和町 ESD環境 実践協力

第3回U-TED （UNESCO Technology Enteretainment Design）

ワン・ワールド・フェスティバル 

若者のユネスコ活動展

１１/１４ こどもワークショップ＆歓迎会

１１/１５ 韓国・日本・在日の若者との
        ギャラリートーク

ともチャリ＝
南北コリアと
日本のともだち展
チャリティー
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第

回
な
に
わ
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
上
町
台
地
未
来
遺
産
フ
ェ
ス
タ

《
テ
ー
マ
》
大
坂
の
陣
と
道
頓
堀
開
削
４
０
０
年
■
開
催
日
 
平
成
２
７
年
１
月
１
１
日
（
日
）
 
 

■
会
 
場
 
大
阪
歴
史
博
物
館

１
４

■
 
基
調
講
演
 
内
容
 
■

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
■

「
大
坂
の
陣
と
摂
河
泉
の
動
向
」

大
阪
城
天
守
閣
館
長
 

 
 
北
側
 
央
氏

 
１
５
８
２
年
２
月
１
５
日
付
の
ガ
ス
パ

ル
・
コ
エ
リ
ュ「
１
５
８
１
年
度

日
本
年

報
」
に
よ
る
と
烏
帽
子
形
の
周
辺
の
村
々

を
含
め
て
３
人
の
領
主
が
治
め
て
い
た
。

こ
の
う
ち
二
人
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
、同
署

に
は
３
０
０
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
。

 
ま
た
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
よ
る
と

河
内
の
国
に
烏
帽
子
形
と
い
う
城
の
周

辺
に
は
三
人
の
殿
が
い
て
管
理
さ
れ
て
お

り
、そ
の
中
の
裕
福
な
殿
が
熱
心
に
布
教

し
、５
百
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
つ
く
っ
た
と

い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

 
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
ゥ
ロ
・
ブ
リ
ニ
ァ
ア
ー
ノ
の

「
日
本
諸
事
要
録
」
に
は
信
長
の
死
後

安
土
に
あ
っ
た
修
院
は
破
壊
さ
れ
た
と

あ
る
。
高
山
右
近
は
秀
吉
に
よ
り
追
放

さ
れ
、土
地
の
平
民
・
農
民
は
四
散
し
て

い
っ
た
。

大
阪
大
谷
大
学
教
授
 

 
 
高
橋
 
圭
一
氏

 
大
坂
の
陣
以
前
の
幸
村
は
父
真
田
昌

幸
の
陰
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
存
在
で

あ
っ
た
。「
上
田
軍
旗
」
に
登
場
す
る
幸
村

は
父
昌
幸
の
采
配
の
ま
ま
動
く
の
み
。

 
「
大
坂
物
語
」
の
幸
村
は
、徳
川
方
の

見
方
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、こ

の
合
戦
の
始
末
に
よ
っ
て
完
全
に
徳
川

方
に
帰
し
た
と
の
宣
伝
的
な
書
き
方
と

な
っ
て
い
る
。
 
 
 

 
「
難
波
戦
記
」
の
幸
村
は
、徳
川
贔
屓

の
内
容
に
し
て
は
、
大
坂
方
の
軍
師
的

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
真
田
丸
で

の
攻
防
戦
で
は
、前
田
利
常
・
松
平
忠
直

・
井
伊
直
孝
ら
の
大
軍
が
攻
め
落
と
せ

な
い
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
文
学
に
描
か
れ
た
大
坂
の
陣

 
 
 ―
真
田
幸
村
を
中
心
に
」

 
時
代
ご
と
の
変
化
が
あ
る
。

 
江
戸
時
代
は
徳
川
贔
屓
の
話
が
多
か

っ
た
が
、大
坂
で
は
豊
臣
贔
屓
が
近
年
に

な
っ
て
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

 
特
に
江
戸
前
半
は
徳
川
が
大
坂
城
を

建
て
、
大
坂
商
人
を
優
遇
し
、ま
ち
を

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
徳
川
を
評
価

す
る
人
も
多
か
っ
た
。

 
し
か
し
江
戸
の
後
半
で
は
、天
皇
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
幕
府
は
好
き
勝
手
な

政
治
を
し
て
お
り
、
次
第
に
反
徳
川
の

機
運
が
出
て
き
て
、
幕
末
に
は
討
幕
の

方
向
性
が
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
そ
の
ほ
か
の
議
論
と
し
て
講
談
で
出
て

く
る
内
容
と
実
録
の
違
い
が
真
田
幸
村

の
場
合
多
い
。
真
田
幸
村
の
資
料
は
大

変
少
な
く
、そ
れ
だ
け
に
脚
色
さ
れ
た
も

の
が
多
い
と
い
え
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

「
道
頓
堀
か
ら
淀
君
へ

 ―
ア
ー
ト
か
ら
見
る
４
０
０
年
―
」

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
館
長
 

 
 
橋
爪
 
節
也
氏

 
大
坂
を
描
い
た
絵
図
の
中
で
汎
用
性

が
高
い
の
が
、「
摂
津
名
所
図
会
」
と
「
浪

花
百
景
」
で
あ
る
。「
摂
津
名
所
図
会
」

は
名
所
は
「
な
ど
こ
ろ
」
と
読
み
、社
寺

や
史
蹟
、
行
楽
地
な
ど
一
般
的
な
観
光

地
を
指
す
の
に
対
し
て
、「
浪
花
百
景
」

の
「
天
満
天
神
地
車
宮
入
」
は
、祭
礼
で

の
地
車
の
宮
入
と
い
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

一
瞬
を
と
ら
え
、
百
景
の
中
の
一
景
と
し

て
の
性
格
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。

 
ま
た
浪
花
百
景
に
は
夏
の
陣
で
家
康

の
本
陣
が
あ
っ
た
「
茶
臼
山
」「
茶
臼
山

雲
水
」
と
真
田
幸
村
終
焉
の
地
で
あ
る

「
安
井
天
神
社
」
、秀
忠
の
本
陣
が
あ
っ

た
「
御
勝
山
」
も
描
か
れ
作
者
は
芳
雪

で
あ
る
。

 
天
照
大
神
、月
読
尊
を
祀
り
、真
田
丸

が
あ
っ
た
と
伝
え
る
三
光
神
社
を
描
い
た

芳
瀧
の
「
佐
奈
田
山
三
光
宮
」
の
画
に
は

風
雨
激
し
い
境
内
に
大
き
な
稲
妻
が
光

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幸
村
の
憤
怒
を
象
徴

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

このプロジェクトは、日本国内の小・中・高校を対象に子どもたち
が世界に目を向け、自分自身で考え、そして自発的に行動するこ
とを目的に、コンピュータのソフトを利用してリーフレットを制作す
る過程を通じ、「ユネスコ世界寺子屋運動」を学び、運動を支援
するプロジェクトです。ユネスコ世界寺子屋運動への支援を通し
て出会った人やものと関わりを持つ中で、情報教育、国際理解、

平和教育、人権教育などを推進し、総合的な学習の時間がめざ
す、自ら学び自ら考える力など全人格的な生きる力の育成を図り
ます。また、世界寺子屋運動をより多くの皆さんに理解してもらう
ための効果的なリーフレットの語句やデザインを考え、より分かり
やすく印象的に伝える方法を学び、情報活用能力を育成します。
ぜひ皆様ご協力ください。                                    （米田謙三）


